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生命活動の基盤である遺伝子発現制御メカニズムの解明を主軸とし、特異的な

DNA 塩基配列に結合して転写調節に働く転写因子、さらに DNA メチル化やヒス

トン修飾などエピジェネティック制御に着目した研究活動をおこなっています。今

後さらに、遺伝子発現制御を介した細胞フェノタイプ決定メカニズムの解明つまり

細胞制御へと研究を発展させる計画です。これらの研究は発生・恒常性の維持お

よび疾患の病態メカニズムの理解さらに疾患治療・細胞医療に繋がる基礎研究で

あり、医学の発展に寄与するものと考えています。 

 

 
 

 

 

大学院生には、各人が興味を持っている生命現象について遺伝子発現制御の観

点から明らかにする研究テーマを進めてほしいと考えています。 


